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はじめに

現代生活の必需品となっているスマートフォンや

タブレット端末などのスマー トディバイスの普及

は,年齢を問わず年々増加している.ス マー トデイ

バイスの普及によリスマー トフォン依存症やイン

ターネット依存症も急増しており,今後もさらに増

えていくだろう.

そこで今回は,歯科衛生士学科学生のスマートフオ

ンの使用状況と依存の程度について調査を行った。

対象および方法

本学歯科衛生士学科 1年生54名 .2年生42名 ,3
年生36名の計132名 を対象とした.

方法は,平成29年 11月 にスマートフォン使用状況

について一部自記式多項目選択式質問紙法を行った。

内容は,使用携帯電話の機種,携帯電話使用時配

利用内容などである.ま た,ス マートフォン自己評

価 スケールとして和歌 山スマー トフォン尺度

(Wakayama Smartphone Dependence Scale:lVSDS)

を使用し,スマートフォンの依存程度を計測した.

結果および考察

質問紙の未完全回答を除いた128名 を調査対象と

した.現在使用している携帯電話では,iPhone使用

者が 1年生940%,2年生762%,3年生944%と なり,

Android使用者が 1年生60%,2年 生23.8%,3年
生5.6%であった。また,フ イーチャーフォンを使用

している者はいなかった.通話やメール機能のみを

使用する場合は,従来のフューチャーフォンで問題

はなかったが,ス マートフォンでは画面に直接触れ

ることで操作が可能になり,パ ソコンに劣らず,イ
ンターネット検索やアプリケーション等が使用可能

となり,便利で使いやすく,持ち運びの容易なスマー

トフォンを使用していると思われる.1日 の使用時
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間では 1・ 3年生では4時間以上 5時間未満が最も

多く, 2年生では3時間以上 4時間未満が最も多く

なった.ま た,1日 中使用していると回答した学生

もいた.ス マートフォンの利用内容では,1年生で
はLINEが100%と 最も多かった.次いで調べもの・

情報収集と電話 (無料通話含む)がそれぞれ94%で

あった.2学 年で最も多かったのはLINEで 100%,

調べもの・情報収集が95.2%,写真撮影が929%と 続

いた.ま た,3年 生ではLINEが 100%と 最も多く,
電話 (無料通話含む)が 9■7%,写真撮影が889%と

なった.全学年においてLINEの使用率が100%であ

り, これは, メールの代わりとして近年使用されて

いるメッセージアプリである。同画面上にメッセー

ジ内容や既読の有無が表示されることや,ス タンプ

の充実によりに普及していると考えられる.ま た,

全学年においてスマー トフォンに依存しているが

233%,や や依存しているが52.7%と 76.0%の学生が

スマートフォン依存であると自覚していた。WSDS

得点と標準偏差は 1年生で264± 7.5点 , 2年 生で

234± 9.1点 , 3年生で285± 8.7点 となった。

現在は,ア クテイブラーニングの一環としてデジ

タル教材を使用しているが,ス マートフォンの使用

時間が長いことやスマートフォン依存を自党してい

る学生も多いことから,デジタル教材の使用方法も

考えていく必要がある.ま た今後は,ス マートフォ
ンだけではなく, インターネットの利用状況や依存

の程度についても調査を行っていきたい。

まとめ

各学年において,iPhone使用者が大半を占めてお

り, フイーチャーフォンを使用している学生はいな

かった.ス マー トフォン利用内容では,全学生が

LINEア プリケーションを使用していた.全学生の

約 7割はスマートフォンに依存していると自覚して

いた.


